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足 元 を 見 て 、 着 実 に 一 歩 ず つ
利根教育事務所長 大竹 孝夫

東日本大震災が起きてから既に一年半ほどが過ぎましたが、被災地の一日も早い復興と放射能関連等へ

の対応が今後とも速やかに適切に行われますよう心よりお祈り申し上げます。

昨年は、この大震災の関係で、避難児童生徒の管内の学校等への受け入れや、原発事故の影響による放

射線量測定、さらに電力不足に伴う節電対策等の関連で各市町村に大変ご尽力を頂きました。そして、教

育という面から考えたときに、防災計画や安全教育などの危機管理体制の見直し等、私たちが今後進めて

いかなければならない取組もたくさんありますし、社会貢献やボランティア精神の高揚、人間としての強

さ、尊さなど、豊かな心やたくましさという観点からの教育の推進も重要な視点として考えられます。

一方、本年度は、中学校で新しい学習指導要領の本格実施の年となり、昨年度の小学校と併せて、教育

改革が一段落し、いよいよ現場での実践が問われる時期となりました。各学校では、まず、一人一人の教

職員が、熱意と使命感に満ちて日々の教育活動に邁進し、プロ集団としての力量を十分に発揮することが

大切であると考えております。教師は教えのプロであり、育ての達人でなければならないと思いますし、

一人一人の子どもに目をかけ、声をかけ、心をかけることであり、さらには、自信をもたせ、意欲をもた

せ、夢や希望をもたせることが大切であると思います。

一人一人の教職員が変革の担い手であることを自覚し、足元を見て、着実に一歩ずつ前進していきたい

と思います。本年度もよろしくお願いいたします。

＜研究授業 事前検討会＞

（授業者） （研修主任）

「はばたく群馬の指導プラン」には、「なるほど、これはいいな」という「なっとく！使える！」ポイント

がたくさんあります。今回は、「はばたく群馬の指導プラン」を活用して支援や発問を具体化した例を紹介

します。

《本時のねらい》 単元名：広さを調べよう （第４学年）
長方形や正方形の面積の求め方を基に、複合図形の面積の求め方を考えることができる。

使ってなっとく！「はばたく群馬の指導プラン」（算数・数学）編

私が算数指導で難しいと感じている課題は、

この２つです。

＜課題①＞つまずきの状況に応じた具体的な支援

＜課題②＞比較・検討の視点の決め方とその発問

「はばたく群馬の指導プラン」

の第Ⅱ章（算数・数学）を見な

がら一緒に課題の解決を図りま

しょう。
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既習の求積方法を基にして考えさせることが

ねらいなので、例えば、この４つに類型化して、

『共通点』を視点に比較・検討

させます。そのため、

「どの方法にも共通した考え方

はなんだろう。」

と発問しようと思います。

このような支援を考えておこうと思います。

○マス目を数えて求めた児童には、計算で

求められる図形を想起させ、既習の求積

方法を基にした考えに気付けるようにする。

○結果だけを記述している児童には、面積

を求めた方法を問い掛けて、求めた手順

や過程を式や言葉で表すよう助言する。

＜本時のねらい達成に向けて＞

ここ見て なっとく！

＜課題①＞には、Ｐ８２ 「１単位時間の授業のつくり方」 〈指導のポイント〉 が使える！

ここ見て なっとく！

＜課題②＞には、Ｐ８５ 「授業充実のためのコツやアイディア」３ が使える！

＜言語活動の更なる充実に向けて＞

ここ見て なっとく！

Ｐ８４ 「授業充実のためのコツやアイディア」２ が使える！

それぞれの考えを発表し全体で共有する際に、

図と式を結び付ける場を設けます。

例えば、この式を取り上げて

「○○さんの考えた式は、

どのような図になるか説明してみましょう。」

と発問しようと思います。

「２ 個別に課題を追究する」に

は「児童生徒の考える方法やつまず

き方を予想し、それぞれに応じた支

援を準備しておく」とありますね。

予想されるつまずきに対して、ど

のような支援を考えておきますか？

「方法や考え方等の特徴を基に、

どのように比較・検討するとねらい

に結び付けることができるか考え」

とあり、適切な視点を設定するコツ

と発問例がありますね。

説明し合う活動の目的や具体的な

発問例がありますね。

言語活動の更なる充実に向けて、

「他の児童生徒の考えを読み取らせ

る」発問を工夫してはどうですか?

学級の実態から、説明し合う活動で聞き手の理解を深める発問が工夫

できるといいのですが…。

ありがとうございます。授業が楽しみです。


